
おいらせ町学校教育指導の方針と重点 

 

１ 方  針 

  青森県教育委員会の学校教育指導の方針と重点及びおいらせ町教育大綱の目標及び基本方針

に基づき、知・徳・体の調和のとれた人間性豊かな児童生徒を育成するため、学校運営に創意工

夫をこらし、夢の実現に向けて、学ぶ楽しさと喜びを実感させ、個を生かし、生きる力を育む学

校教育の推進に努める。 

  なお、この達成に向けて、教職員が本来の業務に注力できる時間を確保し、教育の質を高める

ために、教職員間の業務の平準化や会議等の運営方法の工夫、円滑なコミュニケーションによる

心理的負担の軽減、ＩCT の校務への活用等を図るとともに、時間外在校時間月４５時間以内、

年間３６０時間内とし、業務量の適切な管理に努める。 

 

２ 重  点 

 (1) 授業の充実 

   児童生徒一人一人が、授業の中で学ぶ喜びを感得し、主体的・対話的で深い学びを通して確

かな学力を身に付けることができるよう、一人一人の能力・適正に応じた指導と学習習慣の育

成に努める。 

  ア 内容や時間のまとまりを見通した授業改善 

  イ 「めあて」と「見通し」の明確化 

  ウ 個々の考えを広げ深める対話的な学びの工夫 

  エ ＩＣＴの効果的な活用と学習環境の整備 

  オ 学習指導要領に対応する年間指導計画及び評価基準等の整備・見直し・活用 

 (2) 道徳教育の充実  

   児童生徒一人一人が、人間尊重の精神と生命に対する畏敬の念を具体的な生活の中に生かし、

豊かな心をもつことができるよう、教育活動全体を通じて道徳性の育成に努める。 

  ア 道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を育てる指導の工夫 

  イ 各教科等との関連を図った道徳教育を推進する指導体制の整備・充実 

  ウ 郷土を愛する心を育む指導の充実 

 (3) 体育、健康教育の充実 

   児童生徒一人一人が、生涯にわたって自ら進んで運動に親しみ、健康で安全な生活と豊かな

スポーツライフを送ることができるよう、家庭や地域社会との連携を図りながら、心と体を一

体として捉え、健やかな体を育む教育の推進に努める。 

  ア 生命尊重を基盤とした危機対応能力の育成 

  イ 運動に親しむ資質や能力の育成及び体力の向上を図る指導の充実 

  ウ 健康な生活を積極的に実践できる指導の充実 

  エ 食に関する指導の充実 

 (4) 生徒指導の充実 

   児童生徒と教師が、好ましい人間関係を構築し、児童生徒一人一人が自己実現できるよう、

日々の授業、学級・学年・学校経営において、自己指導能力を育む生徒指導の充実に努める。 

  ア 生徒指導の実践上の視点を意識した授業や学年・学級経営の充実 

  イ 児童理解・生徒理解を深める積極的な教育相談と情報共有の充実 

  ウ 不登校や問題行動等に対する全教職員による協働指導体制の充実 

  エ 児童生徒が主体となるいじめ防止活動の推進と組織的な対応の徹底 

  オ 生徒指導の抱える課題解決を目指す指導体制の充実 

 (5) 特別活動の充実 

   児童生徒一人一人が、様々な集団活動に自主的、実践的に取り組み、集団や自己の生活上の

課題を解決することを通して、集団や社会における生活及び人間関係をよりよく築いていくこ

とができるよう、必要な資質・能力の育成に努める。 



  ア 話合い活動を生かした学級活動の充実 

  イ 個性の伸長とよりよい人間関係を構築するための工夫 

  ウ 自治的な意識と主体性を高める児童会活動・生徒会活動の充実 

  エ 特別活動の各内容のねらいと意義を明確にした指導の充実 

 (6) キャリア教育の充実 

   児童生徒一人一人が、学ぶことと自己の将来とのつながりを見通しながら、社会的・職業的

自立ができるよう、必要な基盤となる資質・能力の育成に努める。 

  ア キャリア教育を意識した指導体制の整備・充実 

  イ 児童生徒が主体的にキャリア形成するための、「キャリア・パスポート」を活用した指導の

充実 

  ウ 児童生徒の発達段階に応じた社会参画の意識・勤労観・職業観の育成 

 (7) 特別支援教育の充実 

   特別な支援を必要とする児童生徒が、そのもてる力を最大限に発揮して自立や社会参加がで

きるよう、個々の教育的ニーズを把握し、適切な指導及び必要な支援に努める。 

  ア 個別の指導計画を活用した指導の充実 

  イ 特別支援教育コーディネーターを中心とした校内支援体制の整備・充実 

  ウ 交流及び共同学習による相互理解の促進 

 (8) 環境教育の推進 

   児童生徒一人一人が、環境と人間との関わりについて関心と理解を深め、環境に対する豊か

な感受性を養うことができるよう、環境保全に主体的に取り組む態度の育成に努める。 

  ア 教科等間の関連を踏まえた指導の工夫 

  イ 環境に関わる体験活動の充実 

 (9) 国際化に対応する教育の推進 

   児童生徒一人一人が、我が国や諸外国の文化と伝統について関心と理解を深め、国際社会に

貢献できるよう、国際理解教育の推進に努める。 

  ア 外国語教育の充実によるコミュニケーション能力の育成 

  イ 我が国や郷土に対する愛着と誇りを涵養する教育の推進 

  ウ 異なった文化や習慣をもつ人々との交流の推進 

 (10) 情報化に対応する教育の推進 

   児童生徒一人一人が、情報モラルを含む情報活用能力を身に付けることができるよう､情報

教育の推進に努める。 

  ア 学習指導におけるＩＣＴの効果的な活用の推進 

  イ 情報教育を推進する指導体制の整備・充実 

  ウ 計画的・継続的な情報モラル教育の実施 

 (11) 研修の更なる充実 

   教育活動の充実を図るため、教職の専門性を高める組織的・計画的・実践的な研修の充実に

努める。 

  ア 日常的に学び合い、指導力を高め合う校内研修体制の整備・充実 

  イ 自校の教育課題解決のための実践的研究の充実 

  ウ 学習指導要領に基づく実践的研究の充実 

 (12) 幼・保・小・中連携の推進 

   幼児児童生徒一人一人が、生活の変化に適応し、円滑な接続につなげることができるよう、

幼・保・小・中の連携に努める。 

  ア 円滑な接続を図るための情報交換や交流の推進 

  イ 互恵性を大切にした子供同士の交流活動の推進 

  ウ 一貫性のある指導内容・方法等の明確化と連携  

 


